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　春寒しだいに緩むころ、益々ご健勝のこ

ととお慶び申し上げます。平素は格別のご

高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　この度、第26回日本癌病態治療研究会を

平成29年６月１日および２日の両日にわた

り、横浜マリンタワーにて開催させてい

ただくこととなりました。現在、関係者 

一同、鋭意準備を進めているところでござ

います。研究会のテーマを「敢為邁往」と

いたしました。目的に向かって困難をもの

ともせず、自ら思い切って、まっしぐらに

進んで行くことを表す四字熟語です。癌治

療においては、さまざまな困難があります

が、しっかりと邁進し続けなければならな

いという思いを込めて、このテーマとしま

した。

　主題は、「トランスレーショナルリサー

チの現状と今後の展開」、「癌治療における

バイオマーカーの開発」、「進行再発癌に対

する薬物治療」、「癌治療における外科治療
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の役割」「Conversion surgeryの適応と治

療成績」「免疫チェックポイント阻害剤の

今後の展開」としました。また一般演題に

おきましては、癌病態解明、治療に関する

さまざまな演題を広く募集いたしましたと

ころ、110題を超える演題を頂きました。

皆さまには深く深く感謝申し上げます。

　横浜にはさまざまな会議場がございます

が、私の記憶では横浜のシンボルでもある

横浜マリンタワーにて学会が開催されたこ

とはございません。まさに、灯台下暗しと

いったところでしょうか。内部は決して広

くはないのですか、研究会ならではのひざ

を突き合わせた討議ができるのではないか

と考え、マリンタワーを選びました。

　主題、一般演題に加え、特別講演ならび

に教育講演を企画しております。特別講演

は横浜市立大学臓器再生医学 教授 谷口英

樹先生にお願いしております。また、教育

講演は国立がんセンター中央院 先端医療

科 先端医療開発センター 免疫療法開発分

野 吉村清先生にお願いしております。お

二人とも、この領域の第一人者としてご活

躍されておりますので、私自身、ご講演を

非常に楽しみにしております。

　主題ならびに一般演題のご司会をお願い

した先生方も、この領域でのエキスパート

とされるご高名な先生方ばかりです。さら

に、共催セミナーも先生方が興味をもって

聴講していただけるように、最新の話題を

お話ししていただける先生方にお願いして

おります。タイトなスペースでタイトなス

ケジュールとはなっていますが、熱の入っ

た討議がなされることを期待しておりま

す。また、息抜きに会場近くをご散歩いた

だくと、横浜らしい雰囲気を十分に味わっ

ていただけることと思います。

　最後に、皆さまの益々のご発展を祈念し

て、ご挨拶とさせていただきます。




